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キャンパスライフガイド

系統看護学講座　　専門基礎分野　公衆衛生　健康支援と社会保障制度②   医学書院

3

8

回

（コマ）

1 14

精神看護学実習18

2 20

4 22

5 24

7 26

8 後期

授業概要と目的

学科・学年 看護科　3学年

科目名 公衆衛生学

担当者 近藤　繁生

単位数（時間数） 1単位（15時間）

学習方法 講義

教科書・参考書

　公衆衛生の概念と歴史を学び、保健活動を理解するとともに、健康社会実現に向け、今後の保健・
医療・福祉の健康にかかわる現代の課題に目を向け、より良い未来を切り開いていくための基礎的知
識を学ぶとともに看護師国家試験過去問で傾向と対策を考える。

9
「授業項目」 「授業内容」

担当者
一般目標（GIO) 到達目標（SBOs）

健康と予防の概念について学ぶ。 保健活動における予防の概念を理解する。

近藤
繁生

自然環境要因と健康について学ぶ。 環境要因が健康に及ぼす影響を理解する。

わが国の主要感染症について学ぶ。 感染症対策と予防について理解する。

母子保健・学校保健について学ぶ。 乳児から児童までの保健対策を理解する。

高齢者保健・精神保健を学ぶ。

留意事項

介護保険制度とともに保健活動を理解する。

成績評価方法 筆記試験

準備学習など

1）科目試験（45分）
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キャンパスライフガイド

3

8

回

（コマ）

葛谷
　

桂司

5 後期

保障の種類と目的③　年金制度の内
容を理解する。

①年金制度の目的を説明できる。

②年金の種類を挙げることができる

③年金の加入要件を説明できる。

4 後期
保障の種類と目的②　介護保険の内
容を理解する。高齢者福祉の目的、
内容を理解する。

①介護保険法の目的を説明できる。

②保険サービス利用の対象者、認定の流れ、利
用者負担を説明できる。

③サービス提供の種類を挙げることができる。

④サービス提供の種類の内容を説明できる。

⑤高齢者福祉の目的を説明できる。

雇用保険、労働者災害補償保険の
内容を理解する。

①雇用保険制度の目的を説明できる。

②雇用保険の加入要件を説明できる。

③雇用保険給付の要件、種類を挙げることができ
る。

④労働者災害補償保険の目的を説明できる。

⑤労働者災害の種類を挙げることができる。

⑥社会復帰促進事業の目的、内容を挙げること
ができる

1 14 社会保障制度の概念を理解する。

社会保障制度の種類を挙げることができる。

社会福祉法の種類、支援の種類を挙げることが
できる。福祉六法の内容を説明できる。

2 24
現代社会の変化と社会保障・社会福
祉の動向を理解する。

動向のうち①少子高齢化の現状と将来の問題を
説明できる。②人口問題を説明できる。③社保険
制度・福祉制度に与える影響を説明できる。

医療福祉分野の動向とサービス提供について説
明ができる。

3 後期
保障の種類と目的①　医療保険制
度の内容を理解する。

医療保険の目的、種類、加入の要件を説明でき
る。

特定保健指導の内容を説明できる。

高齢者医療の目的、内容を説明できる。

　社会福祉および社会保障の意義・制度・役割を学び、保健・医療・福祉の連携について理解する。健
康や障がいの状態に応じた生活支援に役立つ社会資源の種類と内容について学ぶ。

9
「授業項目」 「授業内容」

担当者
一般目標（GIO) 到達目標（SBOs）

授業概要と目的

学科・学年 看護科　3学年

科目名 社会福祉

担当者 葛谷　桂司

単位数（時間数）1単位　15時間

学習方法 講義

教科書・参考書 系統看護学講座　専門基礎分野　社会保障・社会福祉　健康支援と社会保障制度③ 医学書院
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8 後期

葛谷
　

桂司

留意事項

③障害者総合支援法の目的、サービス提供の流
れ、実施機関、提供サービスの内容を説明でき
る。

1）科目試験（45分）

成績評価方法 筆記試験

準備学習など
　テキストを読んで準備してください。講義当日に配布する資料はテキストの内容を補い、国家試験
対策の参考として活用してください。

7 後期
社会福祉の分野とサービスの内容を
理解する。

②障害者手帳の取得の流れを説明できる。

①児童憲章の内容を説明できる。

②児童福祉法の目的、内容を説明できる。

③障害児の支援について説明できる。

④生活困窮者支援法の目的を説明できる。

⑤生活困窮者支援の内容を挙げることができる。

⑥災害救助法の目的を説明できる。

⑦日本赤十字社の役割を説明できる。

（１）児童福祉

④子供の貧困について考察ができる。

⑤ひとり親家庭の支援について説明できる。

（２）障害者福祉

①障害者福祉の目的を説明できる。

6 後期
保障の種類と目的④　生活保護制
度、生活困窮者支援制度を理解す
る。

①生活保護法の目的を説明できる。

②生活保護の原理、原則を挙げることができる。

③扶助の種類を挙げ、内容を説明できる。
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キャンパスライフガイド

医療関係法規

系統看護学講座　専門基礎分野　看護関係法令　健康支援と社会保障制度④　医学書院

3

8

回

（コマ）

1 14

精神看護学実習18

2 20

4 22

5 24

7 26

8 前期

9 前期

10 前期

11 前期

12 前期

前期

労働法と社会基盤整備(1)
　労働法の仕組み①

労働法の仕組みが説明できる。

労働法と社会基盤整備(2)
　労働法の仕組み②

労働法の仕組みが説明できる。

保健衛生法・環境衛生法(2)
　保健衛生法・環境衛生法の

　仕組み②

保健衛生法・環境衛生法の仕組みが説明でき
る。

薬事法(1)
　薬事一般に関する法律と

　その仕組み①

薬事一般に関する法律とその仕組みが説明で
きる。

薬事法(2)
　薬事一般に関する法律と

　その仕組み②

薬事一般に関する法律とその仕組みが説明で
きる。

医事法（2）
　医事法の仕組み②

医事法の仕組みが説明できる。

保健衛生法・環境衛生法(1)
　保健衛生法・環境衛生法の

　仕組み①

保健衛生法・環境衛生法の仕組みが説明でき
る。

看護師の役割、責務等を法令を通して説明で
きる。

看護関係法令（3）
　看護師等の人材確保の促進に

関する法律①

看護師等の人材確保の促進に関する法律を
説明できる。

看護関係法令（4）
　看護師等の人材確保の促進に

関する法律②

看護師等の人材確保の促進に関する法律を
説明できる。

一般目標（GIO) 到達目標（SBOs）

学習方法 講義

教科書・参考書

授業概要と目的

　人口の急速な高齢化と著しい出生率の低下により、疾病構造の変化とともに、医療、介護、年金など我が国の社
会保障制度の変革が急速に進んでいることの意味、的確に対応するために、新法の制定や法令の改正について
学び、看護との関係について理解できるための基礎的知識を養う。

小林
茂浩

学科・学年 看護科　3学年

科目名

担当者 小林　茂浩

法の概念
　法の概念とその目的

法の概念と目的を説明できる。

看護関係法令（1）
　保健師助産師看護師法①

単位数（時間数） 1単位（30時間）

小林
茂浩

9
「授業項目」 「授業内容」

担当者
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14 前期

1）授業総括

成績評価方法
評価：筆記試験80点、レポート課題20点(評価基準については後日明示する)の
　　　合計100点の評価とする。

準備学習など

1．授業の前後は予・復習を行う。(1日45分の予・復習：15回で675分）
　  授業前は 指定の教科書、参考書を事前に読み、内容を整理しておく。
　  授業後は講義で学んだ部分について教科書の該当する部分を参考に、ノートや配布資料を
整理しておく。
＊ 課題学習と授業時間を合わせて45時間(1時間は45分の計算とする)の学習により単位を修得
するものとする。

留意事項 予習、復習を自主的に行い、積極的に学ぶ姿勢で受講してください。

15 前期
2）科目試験

環境法
　環境保全の基本法の仕組み

環境保全の基本法の仕組みが説明できる。
茂浩
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看護マネジメントと統合看護技術

2

回

（コマ）

1 9

2 10

3 14

精神看護学実習18

4 20

6 22

7 24

9 26

10 後期

11 後期

12 後期

13 後期

教科書・参考書
系統看護学講座　看護管理　医学書院
多重課題クリアノート　学研

看護ケアの実践や看護サービス提供の仕組みなど、看護マネジメントが看護管理者だけでなく、看護実践
者にも必要な知識と技術であることを学ぶ。また個々のマネジメント・他のメンバーとの調整力・連携能
力を学び、チームリーダーとしてチームの管理方法を学ぶ。さらにチームで複数感謝を担当するシミュ
レーション学習を行い、看護技術の統合を図ることを目的とする。
教員は、臨床での看護師経験を活かし授業を行う。

組織目的達成のマネジメントを説明できる。
看護サービス提供の仕組みづくりを説明でき
る。

人材マネジメント概要 人材マネジメントの概要が理解できる

高橋

乕田

マネジメントとは
・マネジメントの概要を理解する

・「マネジメントとは」を述べる
・ここまでの臨地実習からチームマネジメント
についてリフレクションする

学科・学年 看護科　3年次

乕田　美幸　／　高橋千恵子

授業概要と目的

7
「授業項目」 「授業内容」

担当者

科目名

担当者

単位数（時間数） 1単位　30時間

学習方法 講義、演習

一般目標（GIO) 到達目標（SBOs）

高橋

多重課題シミュレーション
　OSCE実践

・看護実践場面でおこる課題について、看護
職者として倫理に基づいた行動をする

看護マネジメントとは
・看護管理学の概要を理解する

・PDCAサイクルの考え方を説明する
・看護におけるマネジメントの概要を述べる

組織目的達成のマネジメント
・看護サービス提供の仕組みづくり

看護者の基本的責務
・倫理の原則から看護の質の保証について考
える
・看護者の基本的責務について述べる

統合看護技術演習
　複数受け持ちの看護計画を立案す
る

・複数患者のニードをふまえアセスメントし、看
護計画の立案ができる

統合看護技術演習
　複数受け持ち時の看護チームへの
連携

・看護チームの一員として必要なチームワー
クとコミュニケーションスキル、情報の共有を
考察する

多重課題シミュレーション ・OSCEのための技術準備をする

多重課題シミュレーション
　リフレクション

・看護ケアのマネジメントの自己課題と解決方
法をリフレクションから明らかする
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14 後期

1）授業総括

準備学習など

留意事項

留意事項

髙橋

後期
2）科目試験

成績評価方法 筆記試験、課題、OSCEの総合評価

目指す看護チームが明確になる
・実習グループの目標達成をするために、
チームの強みと課題を明らかにし、行動計画
を説明する
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キャンパスライフガイド

災害看護

3

8

回

（コマ）

1 14

精神看護学実習18

2 20

4 22

5 24

7 26

8 前期

9 前期

10 前期

日髙
友里

・災害静穏期の看護を説明できる

・災害時の妊婦に対する看護を理解す
る

・災害時の妊婦の特性を説明できる
・妊婦に対する災害看護を説明できる

・災害時の高齢者に対する看護を理解
する

・災害時の高齢者の身体的・精神的特性を説
明できる
・高齢者に対する災害看護を説明できる

・災害時のこどもに対する看護を理解
する

・災害時のこどもの特性を説明できる
・こどもに対する災害看護を説明できる

・災害の定義・種類を理解する
・災害時の健康被害を理解する

・災害の定義・種類を説明できる
・災害における健康被害と対応方法を説明で
きる

・災害のサイクルとその特徴を理解す
る
・災害看護の役割を理解する

・災害サイクルを説明できる
・災害看護の特徴と看護活動の内容を説明
できる

・トリアージの方法を身につける
・トリアージの方法を説明できる
・START法トリアージを実践できる
・トリアージタグを記載できる

・災害急性期・亜急性期おける看護を
理解する

・災害急性期の看護を説明できる
・災害亜急性期の看護を説明できる

・災害静穏期における看護を理解する

9
「授業項目」 「授業内容」

担当者
一般目標（GIO) 到達目標（SBOs）

　我が国は近年、自然災害が多発し、人々は命や健康を損ない多くの被害を受けた。このような状況下で、被災傷病
者の医療・看護への期待は大きく、看護職は人々の健康に関わる専門職者として大きな役割を担っている。災害時の
看護活動を円滑に行うために必要となる災害医療の基礎知識を理解するとともに、災害サイクルに応じた活動現場に
応じた看護活動を理解する。また、被災された方の特性に応じた災害看護の方法、及び被災者の心のケアの必要性
を理解する。
日本DMATに所属し災害派遣看護師として経験ある教員がその経験を活かして授業を行う。

学科・学年 看護科　3学年

科目名

担当者 日髙　友里

単位数（時間数） 1単位（30時間）

学習方法 講義

教科書・参考書 系統看護学講座　統合分野　看護の統合と実践③　災害看護学・国際看護学　医学書院

授業概要と目的
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11 前期

12 前期

前期

14 前期

1）授業総括

日髙
友里

・被災救護者のこころのケアの方法を
理解する
・救援者のストレスとこころのケアの方
法を理解する

・被災救護者のこころのケアを説明できる
・救援者のストレスとこころのケアを説明できる

準備学習など

・災害時の障がい者・慢性疾患患者に
対する看護を理解する

・災害時の障がい者・慢性疾患患者の特性を
説明できる
・障がい者・慢性疾患患者の災害看護を説明
できる

・災害時の外国人に対する災害を理解
する

・外国人に対する災害看護を説明できる

・被災者のこころのケアの方法を理解
する
・遺族の心のケアの方法を理解する

・被災者のここのケアを説明できる
・遺族の心のケアを説明できる

留意事項

15 前期
2）科目試験

成績評価方法
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